
 ○ 県民生活と経済活動の日常を早期に取り戻す。 
 ○ 単なる復旧・復興ではなく，より力強い軌道へと押し上げる。 
  これらを実現するために， 
 ○ 「ピンチをチャンスに変える」視点で取り組む。 
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『この災害を起点とした，創造的復興による新たな広島県づくり』 

安心を共に支え合 う暮ら しの創生 

未来 に挑戦 す る産業基盤の創生 

将来に向けた強靭なインフラの創生 

新たな防災対策を支える人の創生 

目指す姿 

『ピンチをチャンスに。見せちゃれ広島の底力！』 
県民一丸となる合い言葉 

被 災 者 の 生 活 支 援 ・ 再 建 

児 童 生 徒 の 学 習 環 境 の 確 保 

災 害 廃 棄 物 等 の 早 期 処 理 

地 域 経 済 の 再 生 と 新 た な 発 展 

公 共 土 木 施 設 等 の 強 靭 化 

た め 池 の 総 合 対 策 

水 道 施 設 の 強 靭 化 

通 勤 ・ 通 学 手 段 の 強 靭 化 

災 害 に 強 い 人 づ く り 農 林 水 産 業 の 復 興 ・ 経 営 基 盤 の 強 化 

医 療 施 設 等 の 機 能 維 持 の 総 合 対 策 

観 光 産 業 ・ ひ ろ し ま ブ ラ ン ド の 復 興 

・被災された方々が一日でも早く，日常の生活を取り戻していただけるよう，
一人ひとりに寄り添った包括的な支援を行います。 
・地域住民と行政が一体となって，見守り，共に支え合う，新たな仕組み
づくりに取り組みます。 

・本県の経済活動を被災前の状態に再生させ，さらに県内企業の新たな
発展に向け，集中的な支援を行います。 
・生産活動の早期再開に加え，担い手の収益性向上や生産基盤の最適
化等に取り組み，生産性の高い農林水産業の振興へ誘導します。 

・被災前の構造にこだわることなく被害の発生の要因を踏まえた工法の選
定などにより必要な強靭化を進めます。 
・防災・減災に資する新たなまちづくりを市町と連携して進め，住民の安全
な居住が誘導されるよう取組を進めます。 

・実際の災害時において，自ら判断して避難行動をとるために必要となる
条件や要素などについて，防災や行動科学の有識者を交えた検証を行い
「みんなで減災」県民総ぐるみ運動の取組を強化していきます。 
・防災活動をリードする自主防災組織や人材の育成を図ります。 
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大災害頻発時代における防災対策のあり方 ・ 平成３０年７月豪雨災害の検証 

地域支え合いセンター，こころのケアチームによる包括的な生活支援等 

児童生徒の心のケア，長期休業期間の短縮による授業時間の確保等 

市町災害廃棄物処理の支援，円滑な処理に向けた広域調整等 

産金官による被災企業の早期再生，企業の発展を支えるイノベーション力の強化等 

観光需要を喚起する宿泊支援，広域連携・単独プロモーションの実施等 

経営再建に向けた支援，担い手の農地集積や経営能力向上への支援等 適切な避難行動の実践のための方策の検討，自主防災組織の育成強化等 

医療施設の業務継続計画の策定，社会福祉施設の非常災害対策の徹底等 

災害時交通需要マネジメントの検討，災害時公共交通情報提供の促進等 

全水道施設の被災リスクの洗い出し・対策の実施，送水ルートの二重化等 

ため池の緊急点検のデータ整理，防災機能の確保と住民の安全対策の推進等 

改良復旧等の積極的な活用，被害の発生要因を踏まえた工法選定等 

平成３０年７月豪雨災害からの復旧・復興プラン 平成30年９月 


	スライド番号 1

